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〔症例 1〕91歳,女性.呼吸困難を主訴に入院し

た,入院時のCTで深部静脈血栓症,肺塞栓を認

めた.また軽食遺心エコーで卵円孔に補足された

右肩内血栓が認められ王PDEと診断された.ヘパ

リンによる抗凝固療法を開始した,第4病日に呼

吸困軽が悪化し,血栓が消失していたことから肺

塞栓症の再発が考えられた.その後,状態は改善

し独歩退院した.

〔症例2〕74歳,男性.意識消失発作,胸痛で入

院した.入院後の経胸壁心エコーで卵円孔を介し

て右肩から左肩に貫通する血栓が認められた.

CTで肺塞栓症,深部静脈血栓症を認め王mpend-

ingparadoxicalembolism と診断した.動脈塞栓

症の危険性があると判断し,血栓除去術,および

卵円孔閉鎖術を施行した.術後経過良好で独歩退

院した.

〔症例3〕48歳,男性.意識障害を主訴に入院.

頭部CTで左中大脳動脈の梗塞を認め,ウロキナ

-ゼによる血栓溶解療法を施行した,塞栓症が疑

われ,経食道心エコ-を施行したところ,卵円孔

に補足された右横内通L栓を認め,奇異性塞栓症に

よる脳塞栓症と診断された.CTでは深部静脈血

栓症と肺塞栓症が認められた.

IPDEは静脈系に発生した血栓が卵円孔や心房

中隔欠損を介して右肩から左肩に貫通している

状態を示す.現時点ではまだ治療法について確立

したものはなく,比較的稀な症例であるため文献

的考察をふまえ報告する.
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当院における心房細動症例に対する抗血栓療

法の現状と問題点を検討した

【対象と方法】対象は2006年 1月から2011年

10月まで当院でワルファリンを投tj{された3094

例のうち無作為に抽出した非弁膜症性心房細動

例 515例である.平均年齢は73.3歳 (36-94歳)

で,男性は326例 (63%)であった,ワルファリ

ン単独群 (以下単独群)396例と抗血小板薬併用

節 (以下併用群)119例で,経過中の血栓塞栓症

と重大な出血性合併症について検討した∴平均経

過観察期間は4.2年であった.東大な出血性合併

症は輸血,入院,外科的な処置が必要な出血と定

義した

【結果】ワルファリン導入時あるいは2006年 1

月の時点での CHADS2スコアは平均で2,3であ

った.単独群に比較し併用群は男,脳梗塞既往症

例が多く,平均 CIiADS2スコアも高かったが,ワ

ル ファリンコン トロ-ルの指標であるTTR

(TimeinTherapeuticRange)に両群で差はなか

った.脳梗塞 ･全身性塞栓症の頻度に両群で差は

なかったが (単独群 1.4%/年VS併用群 1.6%/

年),太助血の頻度 (単独群 ま.0%/年vs併用群

2.4%/年 p<0.05),頭蓋内出血の頻度 (単独群

0.5%/牛vs併用群 1.6%/年 P<0.01)は併用

群で高かった.また抗血小板薬2割併用例で頭蓋

内出血の頻度はより高値であった.頭蓋内出血の

うち約半数が転倒に伴う硬膜下血腫であった

【結語】ワルファリンと抗血小板薬併用により

転倒に伴う硬膜下血腫のリスクが高まる可能性

があり,生活指導等による予防が重要と考えられ

た.


